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要　旨

　筆頭著者の勤務する島根大学教育学部附属義務教育学校の音楽科では，児童の感性に基づく
思いを起点に，その思いを支える音楽を形づくっている要素を明らかにしながら学びを進める
ことで，見方・考え方を働かせ，追究をより豊かにする児童の育成を目指している。本研究で
は，鑑賞の学習において児童が自らの思いを起点に追究し，感じたことと音楽を形づくってい
る要素とをつなげながら「よさ」を実感できる学習過程を構想し，その成果と課題について省
察を行う。

〔キーワード〕　小学校音楽科，鑑賞，「よさ」の追究，見方・考え方

Ⅰ　研究の背景
　小学校学習指導要領（平成 29 年告示）では，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善を進めることが示され，「見方・考え方」という新たな視点が提示された。深い学び
の鍵となる，この「見方・考え方」は，“「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で
思考していくのか」というその教科等ならではの物事を捉える視点や考え方である。”１） と明
記されている。さらに，「見方・考え方」が各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすもので
あるとされ，教科等の学習と社会をつなぐものであることから，“児童生徒が学習や人生にお
いて，「見方・考え方」を自在に働かせることができるようにすることにこそ，教師の専門性
が発揮されることが求められること。”２）と示されている。
　そこで，音楽科の「見方・考え方」である「音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽
を形づくっている要素とその働きの視点で捉え，自己のイメージや感情，生活や文化などと関
連づけること」に着目し，授業実践を行ってきた。本稿では，その中から児童自らが，自己の
イメージや感情と音楽を形づくっている要素とその働きを関連付けることで，感性を働かせ，
資質・能力の育成を目指した「鑑賞」の授業を取り上げ，その成果と課題について考察する。
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Ⅱ　研究の目的・方法
　本研究では，児童自らが，自己のイメージや感情と，音楽を形づくっている要素とその働き
を関連付けることのできる授業展開の構築を目的とする。授業実践を行う島根大学教育学部附
属義務教育学校では，令和５年度の研究主題を「新しい自分を創る」と定め，その意図を「子
どもが自ら発見したり設定したりした課題を探究するために，思いや願いをもち，これまでの
経験や既習，新たに獲得した知識・技能を学び合うなかで，子ども自身が自分の思考の変容を
見つめ，自己理解，他者意識，社会参画の視点から学びを捉え直し，新たな価値観を創り出す
学習活動を展開していく」と述べている。このことからも，自らの感性に基づいて「よさ」を
追究，実感し，この基盤に立って，さらなる追究を自分自身で創り出していく子どもの姿や学
びを目指したい。
　これらの研究目的に沿って，第６学年の鑑賞の音楽科授業実践を行う。年度の前期に「木星」
を，後期に「ハンガリー舞曲 第５番」を教材とした２つの題材を設定し，各々の考察と両者
の比較，検証を行う。これらを通して，児童の学びに対する変容を省察し，本研究の成果と課
題について考察する。

Ⅲ　授業実践
１．第６学年における鑑賞，「木星」の授業実践

（１）授業の概要
　○授 業 者：上代美樹
　○授業対象：島根大学教育学部附属義務教育学校第６学年
　○授業期間：令和５年
　○題 材 名：「いろいろな楽器のひびきを味わおう」〜「木星」（ホルスト作曲）〜
　○題材の目標：曲想とその変化の特徴，楽器の音色や組み合わせ，旋律のくり返しなどのか

かわり合いから，曲の良さなど自分の感じたことや考えたことを伝え合いな
がら，曲全体を味わって聴く。

　○題材の評価規準

　○展開計画（全２時間）
　１）自分の思いと音楽を形づくっている要素を結びつけながら，感じたことを伝え合い，曲

全体を味わって聴く。（評価：思考・判断・表現）
　２）オーケストラの楽器の音色や曲の構成を知り，曲の特徴をとらえる。
　　（評価：知識・技能，主体的に学習に取り組む態度）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
曲想と音楽の構造
などとの関わりに
ついて理解してい
る。

音楽を形づくっている要素を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさや面白さ，美しさを
感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについて考え，曲のよさを
見いだし，音楽を味わって聴いている。

音や音楽に親しむことができ
るよう，音楽活動を楽しみな
がら主体的・協働的に鑑賞の
学習活動に取り組もうとして
いる。
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　○指導案３）

　　　題材名　いろいろな音のひびきを味わおう　〜「木星」（ホルスト作曲）〜
　　　本時の学習（１／２時間）
　　　目標
　　　　　自分の思いと音楽を形づくっている要素を結びつけながら，曲や演奏のよさなどに

ついて考えをもち，曲全体を味わって聴くことができる。
　展開

学習活動と予想される子どもの取組 教師の支援と評価

１．常時活動

２．G. ホルスト作曲「木星」について知る。

３．曲を聴いて感じたことを発表する。
・やさしい感じがした。
・迫力がある。

４．めあてを確認する。

５．どんなときに「おすすめ」なのかと，そ
の理由を伝える。

　元気になりたいときにおすすめ
　・はじめは，激しく演奏されているけれど，

イになると，心が落ちつく。その後，ま
た激しくなるので，元気が出てくる。

　泣きたいときにおすすめ
　・迫力のあるアに穏やかなイが挟まれてい

ることで，心が揺さぶられる。
　心を落ち着かせたいときにおすすめ
　・イは，ほとんど弦楽器だけで演奏されて

いるから，弦楽器の音色がよく響き，と
てもきれいで穏やかな気持ちになれる。

６．ふりかえりをする。
・強弱や音の重なりがあるから，迫力が出る

ことが分かりました。
・自分の感じたことには，曲の中に理由があ

ることが分かって面白かったです。
・弦楽器の音色を聴くと，落ち着く気持ちに

なる人が多いんだなあと感じました。

・既習曲「明日という大空」を歌い，音楽に
向かう気持ちを高める。

・曲について簡単な説明をし，イメージをもっ
て聴くことができるようにする。

・曲を聴いて最初に感じた気持ちを大切にし
て授業を進めていくために，感想を発表す
る時間をとる。（中間部分だけを聴く。）

・曲全部を聴く前に「どんなときに聴きたく
なるのか，おすすめするのかを考えてみよ
う。」と投げかけることで，視点をもって聴
くことができるようにする。

・自分の思いと音楽を形づくっている要素を
結びつけながら，曲や演奏のよさなどにつ
いて考えをもてるように，「おすすめを伝え
る」という活動を行う。

・曲全体を感じ取って聴くことができるよう
に，子どもたちそれぞれの自分なりの気付
きを伝え合い，曲全体に意識が向くように
する。

・本時で出た少数の要素も取り上げることで，
次時の学習の時に意識が向くようにする。

「こんなときにおすすめ！」を伝えよう。

評価【思考・判断・表現】
　自分の思いと音楽を形づくっている要素を
結びつけながら，曲や演奏のよさなどについ
て考えをもち，曲全体を味わって聴いている。

（発言・ワークシート）
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　○問いの工夫「こんなときにおすすめ」を考える
　児童が曲全体に意識を向け，曲全体を味わって聴くことができるように，めあてを『「こん
なときにおすすめ！」を伝えよう』と定めた。他者に「おすすめ」するには，曲全体を集中し
て聴取し，自分で感じ取った曲の「よさ」を，根拠をもって伝える必要がある。さらに，「ど
んなとき」に聴くことを薦めるのかと焦点を絞ることによって，なぜその時なのかという根拠
も必要となる。そのようにすることで，感じたこととその根拠にあたる音楽を形づくっている
要素を無理なく結びつけて考えることができ，見方・考え方を自然と働かせ，思考を深めるこ
とができると考えた。
　本題材は，全２時間構成の授業であるが，思考力，判断力，表現力等に関する資質・能力に
焦点を当てた授業内容を１時間目に設定し，通常１時間目に設定されることの多い知識に関す
る資質・能力の学習はその後に配置した。このように展開することで，児童が学習の初期に抱
いた曲の印象を起点として，曲のよさを，一層深く味わいながら見いだすことができるのでは
ないかと考えた。もちろん，児童自らが創出した「おすすめ」については，クラス全体で伝え
合う活動も取り入れ，実感を伴う学びとなるよう企図した。

（２）授業の考察
　授業の導入では，木星についての簡単な説明（オーケストラで演奏されていること，４つの
部分〔ア・イ・ア・終わり〕から構成されていること，作曲者について）を行い，最初に曲の
中間部である「イ」の部分を少しだけ聴いた。「イ」の部分は，この曲が一般に広く知られる
ようになった有名な旋律を持つ箇所であり，この部分から聴くことで，曲に対する興味・関心
を引き出すねらいがある。実際に，「イ」の部分は多くの児童が聴いた経験があったため，曲
を流した瞬間に，「あ，この曲か」と，閃くような目の輝きが見受けられ，曲に対する興味・
関心や授業に対する意欲を高めることができたと考える。その後，冒頭から全曲を通して聴き，
ワークシートに自分の考えをまとめていった。以下，児童のワークシートを一部掲載する。
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　これらのワークシートからは，児童が自然に，曲のよさについて「感じたこと」と「音楽を
形づくっている要素」をつなげ，聴取している様子を読み取ることができる。自分の「おすすめ」
を他者に伝えることや，「どんなときに」とおすすめの場面を焦点化したことで，自分が感じ取っ
た曲の良さを，根拠を見いだしながら味わい，学びを深めている様子がうかがえた。また，他
の児童から様々なおすすめの場面が紹介されることで，自分にはない感覚に触れることができ，
とても楽しそうな様子であった。このことは，本校の研究主題の目的にある「他者意識」を深
めることにもつながったと考えられる。鑑賞の学習の際になかなか自分の意見を述べにくい児
童に対しては，まず，おすすめの場面を選び，その後，「なぜそう思ったのか」という逆方向
の思考を促すよう支援した。これにより，自分自身の考えが整理しやすくなり，他者に「おす
すめ」の部分をしっかり伝えることができていた。ワークシートの中には，「ア」か「イ」の
どちらかのみのおすすめを書いている児童が複数いたが，その場合でも，「アとは違い…」や「イ
と比べてアは…」というように，比較しながら聴くことができている児童もいた。しかし，印
象の強い「イ」のみについておすすめを書いている児童もいたため，部分的に聴いている児童
に対する新たな手立てが必要であると感じた。
　このように，本校の研究主題にある「子ども自身が自分の思考の変容を見つめ，自己理解，
他者意識，社会参画の視点から学びを捉え直す」ことについて，一定程度の学びができていた
と考えられる。

２．第６学年における鑑賞，「ハンガリー舞曲 第５番」の授業実践
（１）授業の概要
　○授 業 者：上代美樹
　○授業対象：島根大学教育学部附属義務教育学校第６学年
　○授業期間：令和６年
　○題 材 名：「曲想の変化を味わおう」〜ハンガリー舞曲 第５番（ブラームス作曲）〜
　○題材の目標：
　　１）曲想及びその変化と速度，旋律，強弱，反復，変化などとの関わりについて理解する。
　　２）旋律の反復，速度，強弱を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さ，美しさ

を感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の
よさを見いだし，曲全体を味わって聴く。

　　３）音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組むとともに，音
楽経験を通して生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

　○題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
曲想及びその変化
と速度，旋律，強
弱，反復，変化な
どとの関わりにつ
い て 理 解 し て い
る。

旋律の反復，速度，強弱を聴き取り，それら
の働きが生み出すよさや面白さ，美しさを感
じ取りながら，聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え，曲のよさを見
いだし，曲全体を味わって聴いている。

音楽活動を楽しみながら，主
体的・協働的に鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

　　　　　自ら「よさ」を見いだし，追究していく鑑賞授業についての実践研究 Ｐ135～146（2024）

― 139 ―



　○展開計画（全２時間）
　　１）「ハンガリー舞曲 第５番」を聴き，感じたことと気付きを発表し，音楽を形づくって

いる主な要素について共有する。（評価：知識・技能）
　　２）グループで話し合った音楽を形づくっている要素について意見を交流し，曲想の変化

を味わいながら聴く。（評価：思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）
　○指導案４）

　題材名　曲想の変化を味わおう〜ハンガリー舞曲 第５番（ブラームス作曲）〜
　本時の学習（２／２時間）
　目標
　　　着目した要素を中心に曲を聴き深めたり，他のグループとの音楽を聴く視点の交流を通

したりして，曲のよさや面白さを見いだし，曲全体を味わって聴く。
　展開

主な学習場面と子どもの反応 教師の支援と評価
１．「曲を聴く視点」を意識して，J. ブラームス

作曲「ハンガリー舞曲 第５番」を聴く。
・旋律のくり返しがたくさんあるから，もっと

詳しく知りたい。
・多くの特徴を整理したら，曲の構造が分かっ

てすごく面白そうだな。

２．めあてを確認する。

３．グループで「曲を聴く視点」をもとに，曲
のよさについて話し合う。

・４つの旋律のくり返しがあることで，最後ま
でわくわくしながら聴くことができると思う。

・強弱の変化が激しいから，急に惹きつけられ
るところがよさだと思う。

・短調→長調→短調になることで，曲のまとま
りが出てくる。

・速さが急にゆっくりになったり，最後は急に
速くなって終わったりするところに面白さが
ある。

４．グループで話し合ったことを発表する。
・強弱と速さの変化が似ていて面白いと思った。
・この曲のよさは，旋律にあると感じていたけ

れど，友達の発表を聞いて，速さの変化も面
白いところだと思った。

・調の変化は難しいと思ったけど，友達の説明
を聞いてよく分かった。

５．曲全体を味わいながら聴く。

６．ふりかえりをする。
・１つの視点に絞って聴くことで，その他の様々

な視点に興味がわいた。ハンガリー舞曲 第５
番の面白さは 1 つではなく，様々な要素が集
まって，人を惹きつける曲になっていること
が分かった。

・前時で出てきた「聴く視点」を確認してから
曲を聴くことで，要素に注目して聴くことが
できるようにする。

・事前にグループ分けを伝えておくことで，円
滑にグループ活動に入ることができるように
する。

・気付きを書き込むホワイトボードを用意し，
グループでの考えをまとめることができるよ
うにする。付箋も必要に応じて使えるように
用意する。

・話し合いの一助となるように，PC 端末で音源
が聴けるようにする。

・速さや強弱などを視覚的にも捉えることがで
きるようにタイムバーと音源が一体になった
ものを準備する。

・曲全体の構造を確認できるように，各グルー
プの考えを曲の流れに合わせて板書をする。

・解説書作りは家庭学習等で行い，PC 端末か紙
面で作成することを伝える。

聴く視点を手がかりにして，解説書にのせるよさや面白さを集めよう

【評価（思考・判断・表現）】
　旋律の反復，速度，強弱を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさや面白さ，美しさを
感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについて考え，曲のよさを
見いだし，曲全体を味わって聴いている。

（PC 端末，観察，発言）

【評価（主体的に学習に取り組む態度）】
　音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

（PC 端末，観察，発言）
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　◯自分にとっての「曲を聴く視点」を決める
　第６学年後期の鑑賞学習であるため，これまでの学びを生かして，曲の特徴を自ら見いだし，
それを探究の過程の中でさらに聴き深めてほしいと考えた。１時間目に曲を聴いた際に，音楽
を形づくっている主な要素を一人ひとりが見いだし，自分で「曲を聴く視点」（音楽を形づくっ
ている要素）を決める。この自ら見いだした視点を基に，２時間目でさらに曲を聴き深めてい
くことができるように，同じ視点の児童でグループを作り，感じたことや気付いたことを伝え
合う場を設定する。その後，クラス全体で他の要素に着目したグループの意見も聴き合い，新
たな気付きや自分の聴く視点との関連にも気付くことができるようにする。

（２）授業の考察
　１時間目では，曲を聴き，感じたことや気付いたことをジャムボードに一人ひとりがまとめ
ていった。（図１）ジャムボードでは付箋の色を指定し，黄色は感じたこと，青は気付いたこ
と，ピンクは自分の聴く視点を，それぞれ記述するようにした。書くことに困難さのある児童
や文章にまとめるのが苦手な児童も，ジャムボードを活用することで自分の考えを書き出しや
すくなっていた。また，何度も上書きをしながら，自分なりのまとめ方を見出している様子も
うかがえた。感じたこと（黄色）と気付いたこと（青色）について，児童個別の考えを聞き出
し，学級全体で共有した後に，ピンクの付箋に自分にとっての「聴く視点」を書き出した。教
師が聴取時の要素を絞り，その要素に着目して授業を展開していくのではなく，「曲を聴く視点」
を児童自身が決めることによって，より自分にとっての「よさ」を追究し，主体的に授業に臨
む様子が見受けられた。児童が選んだ要素は「強弱」「速度」「旋律」がほとんどであり，少数
意見として，「調の変化」「音色」が挙げられていた。

図１　考えをまとめたジャムボード

　２時間目では，児童の見出した「聴く視点」から，「強弱Ａ」「強弱Ｂ」「速度Ａ」「速度Ｂ」「旋
律」の５つのグループを作り，学習を展開した。グループ内で曲のよさについて話し合う活動
では，PC 端末クラスルーム内の楽曲音源データに，音源と旋律の変化を可視化できる楽曲同
期仕様のタイムバーを嵌め込んでおき，児童が視聴する際，楽曲のどの部分を聴いているのか
視覚的にも認知できるようにしておいた。
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　グループ活動では，これらの情報データや，前時に作成したジャムボードの記述を随時参照
しながら，それぞれの視点に注目して何度も曲を聴き，気付いたことを伝え合ってホワイトボー
ドにまとめていった。以下に，「強弱Ｂ」および「速度Ａ」の２つのグループの考えをまとめた，
それぞれのホワイトボード記述を掲載する。（図２）（図３）

　このグループ活動では，曲全体を見通して話し合い，様々な意見が出ていた。感じたことと
気付いたことを結び付けながら曲を聴き深めていたが，多くのグループで気付いたことに関し
ての意見交換に終始し，感じたことから意識が離れている様子も見られた。鑑賞学習において
は，グループで考えをまとめる活動は初めてであったため，グループ活動の前に，話し合いの
仕方や感じたことやよさにも注目するよう，教師が適切に声がけをする必要があったと考える。
　ただ，２時間の学習全体を通してみると，当初の目標である「着目した要素を中心に曲を聴
き深めたり，他のグループとの音楽を聴く視点の交流を通したりして，曲のよさや面白さを見
いだし，曲全体を味わって聴く。」については，一定程度の成果があったと考える。例えば，
授業後の児童の振り返りの記述からは，グループ活動によって，より繊細な聴き方を習得した
ことや，他のグループの意見を共感をもって受容する姿勢など，児童の姿に１時間目からの発
展的変容が見受けられた。自らの感性に基づいて，「よさ」を追究し，自分だけではなく，他
者と協働することで，より深く思考し，「よさ」を実感することにつながったと考える。以下，
児童の本時の振り返りの記述を一部抽出して掲載する。

図３　速度Ａのホワイトボード図２　強弱Ｂのホワイトボード

・「ハンガリー舞曲の強弱のことを考えて，強弱に注目して聴いてみると，全部フォルテじゃないこ
とが分かりました。」

・「今日は，ハンガリー舞曲の『強弱』について分析してみて，他にも『速度』や『音色』などのい
ろんな人の意見が聞けたので，次の解説書につなげていきたいです。」

・「今日，ハンガリー舞曲の気付いたことや感じたことをグループで出し合って，自分だけでは全く
思いつかないこともグループの人たちでやったら，すごくたくさん出ました。旋律も細かく表す
ことができてよかったです。」

・「ハンガリー舞曲を詳しく聴いてみて，詳しく聴くことによって小さな変化にも気付くことができ
たし，他のグループの意見も聞くことができたので良かったです。解説書作りでは，他のグルー
プの気付いたことも取り入れて良い解説書を作りたいです。」

・「ハンガリー舞曲を聴いて，人それぞれ考えたことや気付いたことが違って，いろいろなことを考
えていて面白かったです。そして，ハンガリー舞曲を聴いているとなんだかテンションが上がり
ます。」
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　また，本題材では，同じ視点をもつグループと，違う視点から学びを深めた他のグループの
意見も取り入れ，児童が自分なりの「ハンガリー舞曲解説書」を作成することを，学習のゴー
ルに定めた。解説書の作成を通して，自己の学びの内容や変容を再確認でき，それらが他者に
伝わるよう適切な言語化を行うことで，教科での学びの定着をより着実に実現できると考えた
からである。以下，実際に児童が作成した解説書を２例取り上げたが，この事例からも，感じ
たことと気付いたことを有機的に関連付け，曲のよさを見いだして曲全体を味わって聴いてい
る様子が見て取れることから，本題材の目標は一定程度達成できていると考えられる。
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Ⅳ　まとめ
　本研究では，鑑賞の学習において児童が自らの思いを起点に追究し，感じたことと音楽を形
づくっている要素とをつなげながら「よさ」を実感できる学習過程を構想し，その成果と課題
を明らかにした。
　第６学年前期の「木星」を題材とする鑑賞授業では，児童が曲のよさについて，「感じたこと」
と「音楽を形づくっている要素」を有機的につなげ，聴取することができた。また，自分の「お
すすめ」を他者に伝えることや，「どんなときに」とおすすめの場面を焦点化したことで，自
分が感じ取った曲のよさを，根拠を見いだしながら味わい，学びを深めている様子がうかがえ
た。さらに，他の児童による異なる視点からのおすすめ場面が紹介されることで，自分にはな
い感覚に共感する場も提供できた。これらを通して，児童が音楽聴取への「見方・考え方」を
より豊かに働かせ，自身の思考の変容を見つめながら，学びを捉え直している姿を見ることが
できた。
　一方で，印象の強い中間部の旋律のみに着目する児童もおり，目標の１つであった「曲全体
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を味わって聴く」ことが，十全に達成できたとは言えなかった。局所的に突出して有名な断片
や旋律を有す曲においては，それ以外の部分の魅力をどのように気付かせるか，教師側の問い
かけや情報提供に一層の工夫が必要だと感じた。例えば，各部分のリズムや旋律構造，和音な
どを比較し，どのような統一感や対比があるのか，またそれはなぜなのかを児童に投げかける
ことで，楽曲構成上の美しさや対比の必然性を見いだし，曲全体のよさを味わって聴くことが
できるようになるのではないか。
　この省察を基に，第６学年後期の「ハンガリー舞曲」を題材とする鑑賞授業では，４種の旋
律と，速度・強弱・調性などの諸要素とを関係付けながら，曲全体の構成に着目できるよう，
教材や問いかけの工夫を行った。その１つに，タイムバーの採用がある。PC 端末のクラスルー
ム内に取り込んだ楽曲音源データに，音源と旋律の変化を同期しながら可視化できるタイム
バーを嵌め込むことで，児童が今，曲全体のどの部分を聴いているのか，俯瞰的に捉えられる
ようにした。曲全体のどのあたりに，４種の旋律がどのように配置され，それぞれ速度や強弱
とどのように関連付けられているのかを，常に曲全体の構成を視野に入れながら聴きとること
ができるようにしたのである。また，曲の解説書を作るという学習目標の設定は，前期の学習
における「自ら見いだした曲のおすすめ部分を他者に伝える」ことの，より発展的で汎用性を
伴う一般化であり，必然的に曲全体を深く理解し，味わうことに繋がった。
　前期に比して，後期の授業実践時には，児童の聴き取りの能力や感じ取りの感度の向上が見
受けられ，自己理解を一般化して定着させることもできるようになってきていた。このような
児童の変容，つまり成長に応じた課題設定を行おうと考え，「解説書」の仕様や様式を敢えて
指定せず，どのような構成や内容にするのか，すべて児童の発案に任せることにした。その結
果，自らの学びの履歴を反映した精緻な「解説書」が出来上がった。この「解説書」は，他者
に向けた「ハンガリー舞曲の楽曲解説書」であるとともに，児童自身の学習成果報告書でもあ
る。さらには，教師の授業実践の成果と課題を載せた評価書ともいえるのだと考えている。
　今後も，児童が主体的に，自らの感性に基づいて「よさ」を追究，実感し，それを原動力に，
次の追究を自分自身で創り出していく確かな姿を目指し，音楽科教育実践に係る不断の模索と
省察を重ねていきたいと思っている。

謝辞
　本研究を進めるにあたっては，島根県教育庁教育指導課調整監の小室淑子先生に，学習指導
案の作成時や授業実践後の授業協議会において，学習指導要領の基礎に立ち返って貴重なご助
言をいただいた。また，小村聡副校長にも同様に多くのご助言をいただいた。さらに，同僚で
ある音楽科の竹下涼子，竹田瑞葵両教諭とは，日々多くの議論を重ね，互いに励ましあって研
究と実践を重ねてきた。その他多くの関係者のご助力に心から感謝したい。最後に，常に高い
集中力で授業に臨んでくれる児童の皆さんの存在がなければ，本研究実践を試みることは不可
能であった。改めて全幅の謝意を表したい。

付記
　本研究は，これまでの上代の実践研究の蓄積を基盤として，島根大学教育学部附属義務教育

　　　　　自ら「よさ」を見いだし，追究していく鑑賞授業についての実践研究 Ｐ135～146（2024）

― 145 ―
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